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哲
學
研
究
第
百
十
號

三
〇

現
代
に
於
け
ろ
教
育
學
の
基
礎
付
け
ω

長

田

新

国

　
激
育
學
の
本
質
が
、
理
念
ε
生
活
こ
の
聞
を
縫
ふ
べ
き
で
あ
る
こ
い
ふ
、
彼
の
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ

ッ
ヘ
ル
的
の
見
解
が
、
是
認
せ
ら
る
．
、
以
上
、
理
想
的
要
素
ε
現
實
的
要
素
ε
が
、
共
に
均
し
く
抱
罎

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
諏
こ
い
ふ
、
激
育
學
の
方
法
上
の
二
面
性
も
亦
是
認
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ケ
ー
ラ
ー
が
激
重
事
膿
系
の
方
法
ご
し
て
、
経
験
と
理
念
こ
の
綜
合
を
要
求
し
、
調
て
子
育
學
に
於

け
る
偏
し
た
経
験
的
墓
礎
付
け
ε
理
想
的
墓
礎
付
け
ビ
を
、
共
に
斥
ぞ
け
た
の
は
、
正
當
で
あ
る
。

然
る
に
敷
育
學
基
礎
付
け
の
歴
史
を
見
る
ご
、
始
め
久
し
く
経
験
的
實
謹
的
の
傾
向
を
帯
び
、
次
い

で
鞘
々
鏡
ご
き
理
想
的
哲
學
的
傾
向
が
、
い
は
“
反
動
的
の
勢
を
さ
へ
示
し
つ
、
登
親
し
、
最
近
に

至
っ
て
漸
や
く
此
等
二
方
向
を
綜
合
統
一
せ
ん
ご
す
る
第
三
の
立
脚
瓢
が
暗
示
さ
れ
る
や
う
に

な
っ
た
。
暫
ら
く
こ
の
道
行
を
辿
る
芝
に
依
っ
て
、
私
は
先
づ
現
代
に
於
け
る
忍
事
學
重
三
礎
付
け
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の
諸
相
を
明
か
に
し
て
見
や
う
。
敷
育
學
に
激
す
る
理
想
的
哲
學
的
基
礎
付
け
．
の
試
み
ら
る
～

以
前
は
久
し
く
激
育
皮
學
や
心
理
學
や
生
物
學
や
冠
會
學
に
立
っ
て
、
激
育
學
を
騰
愉
し
や
う
ビ

し
た
。
藪
育
學
の
純
歴
吏
的
基
礎
付
け
は
、
恥
し
炉
し
其
勢
力
を
比
較
的
蓮
俗
の
敷
門
訴
會
に
恣
に

し
、
人
は
何
等
面
罵
の
批
鋼
的
標
準
な
く
、
た
や
激
育
學
の
歴
蒲
扇
郵
程
の
問
か
ら
、
光
彩
あ
る
學
説

を
端
的
に
導
入
し
來
っ
て
、
敷
育
學
を
組
織
し
や
ラ
ビ
し
元
。
此
種
の
激
論
學
は
『
プ
ラ
ト
ー
日
ゑ

「
ル
ッ
ソ
ー
曰
く
」
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
日
く
」
の
陳
列
で
あ
う
、
從
っ
て
、
心
得
る
ビ
こ
ろ
は
唄
種
モ
ザ
イ
ッ

ク
の
折
衷
論
に
遇
ぎ
な
い
。
斯
か
る
歴
史
的
折
衷
論
ぼ
珠
○
蕃
2
窪
国
E
o
】
（
け
§
巴
毎
ω
ご
相
並
ん
で
、
駿
育

學
基
礎
付
け
の
古
い
襟
式
は
、
心
理
學
的
観
察
に
そ
の
足
場
を
置
く
者
で
あ
る
。
心
理
學
的
窺
察

を
以
て
批
鋼
罪
種
値
標
準
に
す
る
こ
と
も
、
久
し
く
敷
育
言
置
系
の
方
法
に
於
け
る
、
極
め
て
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
の
事
柄
で
あ
っ
た
。
遠
く
ア
ソ
ス
ト
テ
ン
ス
泡
…
棚
ら
な
い
に
せ
よ
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
及
び
ヘ

ル
バ
ル
ト
學
派
に
依
て
敷
育
駿
授
が
心
理
化
甥
団
窪
○
δ
㈹
鉱
興
2
一
さ
れ
て
以
來
、
葉
者
は
ヴ
ン
ト
…
其
他

の
新
心
理
學
に
立
脚
し
て
、
恰
も
彼
の
シ
ュ
プ
ル
の
試
み
た
機
に
、
記
載
的
宏
量
心
理
學
か
ら
、
敷
育

活
鋤
の
法
則
を
導
き
出
だ
さ
う
こ
し
た
。
心
理
學
的
激
貸
倒
の
一
派
ご
し
て
人
の
知
る
ラ
イ
、
モ

イ
マ
ン
の
徒
は
．
實
験
的
方
法
よ
り
し
て
藪
育
學
の
眞
に
進
み
得
る
も
の
ε
信
じ
た
。
斯
る
心
理

學
的
基
礎
付
け
に
比
す
れ
ば
、
生
物
學
ご
励
會
學
ご
の
影
響
は
、
一
堂
贋
汎
に
及
ん
で
を
る
ε
も
云

　
　
　
現
代
に
於
け
ろ
敷
育
學
の
基
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
｝
　
、
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哲
攣
研
究
第
百
＋
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

ひ
得
や
う
Q
わ
け
て
も
エ
レ
ン
・
カ
イ
や
グ
ル
ソ
ッ
ト
や
モ
ン
テ
ソ
ソ
ー
や
に
依
て
代
表
さ
れ
た

一
種
自
然
主
義
的
な
個
入
主
義
舜
§
登
記
・
・
。
冨
・
H
・
風
釜
量
ぎ
・
霧
は
、
斯
か
る
立
場
に
激
育
學
的
原
理
を

求
め
や
う
ご
す
る
時
代
の
～
風
潮
を
さ
へ
誘
致
し
た
。
ゲ
ー
ラ
ン
ド
の
早
急
「
旦
夕
的
証
會
的
敷

育
學
」
の
立
場
に
立
つ
ベ
ル
デ
マ
ン
は
、
さ
き
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
生
物
學
ご
滞
陣
學
ε
を
敷
育
學

の
基
礎
こ
し
て
、
種
族
の
保
存
ε
完
成
ご
を
難
癖
課
題
ご
し
て
解
か
う
ε
し
た
○
瑞
西
の
就
會
的

激
育
學
者
ザ
イ
デ
ル
は
又
避
會
學
的
考
察
法
に
結
合
す
る
に
歴
史
的
考
察
法
を
以
て
し
、
激
育
皮

の
研
究
は
、
激
育
目
的
が
既
に
魁
會
の
要
求
に
依
て
庇
會
學
的
に
湊
定
さ
れ
て
を
る
ビ
い
ふ
こ
ε

を
示
す
憲
さ
ヘ
カ
説
し
た
。
激
育
學
の
方
法
的
見
地
か
ら
見
て
此
の
同
じ
坪
内
に
入
る
も
の
は
、

漸
や
く
最
近
遽
卑
し
て
來
た
「
肚
會
主
義
激
黒
餅
○
。
O
N
凶
罠
ξ
ω
9
。
響
審
σ
q
o
σ
Q
一
山
の
一
系
統
で
、
此
｛
派
は
全

然
経
験
的
に
決
定
さ
る
、
彼
の
資
本
主
義
よ
う
冠
會
主
義
へ
の
推
移
が
、
経
濟
生
活
の
全
面
を
憂

じ
た
や
う
に
、
人
問
激
育
を
墾
じ
ゃ
う
ざ
す
る
○

　
要
す
る
に
経
験
的
な
方
法
に
依
て
基
礎
付
け
ら
る
、
「
経
験
的
立
田
純
麗
島
o
O
9
営
桟
δ
。
一
δ
｝
、
…
鼠
9
の
σ
σ
q
剛
五

の
う
ち
に
は
、
ヶ
ー
ラ
ー
も
指
摘
し
て
を
る
や
う
に
、
「
心
理
學
的
漱
育
學
鳥
δ
甥
図
9
0
δ
σ
q
誇
ぎ
℃
｛
μ
号
α
q
o
σ
q
［
三

「
生
物
豊
野
肚
會
學
的
激
育
濁
乱
○
甑
。
δ
σ
Q
厨
9
あ
o
N
δ
一
〇
σ
q
騨
。
ぎ
饗
〔
げ
σ
q
O
σ
q
穿
」
及
び
「
歴
史
的
敏
霞
継
島
○
σ
Q
。
ω
。
露
置

9
窪
畠
。
饗
費
σ
q
o
σ
・
一
一
血
の
三
部
門
を
数
へ
る
こ
と
が
畠
來
る
。
（
竃
●
男
溶
O
三
星
”
田
ま
巷
σ
q
§
α
≦
。
膏
？
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㏄
経
9
琶
［
夢
ぢ
誠
墾
照
）
○
け
れ
ざ
経
験
的
立
場
に
立
つ
敷
育
の
考
察
は
、
人
問
陶
冶
の
標
準
を
規
定
す

る
こ
ご
は
幽
來
な
い
。
凡
そ
濡
髪
の
標
準
は
客
槻
的
に
規
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
い

吾
々
の
数
製
す
る
入
間
は
標
準
餉
の
入
問
で
は
な
く
て
、
限
定
さ
れ
た
肖
然
的
傾
向
を
有
し
、
一
定

の
境
遇
の
下
に
生
活
す
る
所
輿
の
特
殊
的
個
人
を
、
而
か
も
其
等
の
個
々
特
殊
の
性
向
、
境
遇
、
胤
會

的
交
渉
を
蓮
じ
、
甚
だ
し
き
は
刹
那
平
々
に
流
縛
す
る
事
件
を
通
じ
て
無
限
の
微
妙
さ
を
以
て
影

響
さ
る
、
個
々
入
を
激
育
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
是
に
於
て
か
、
吾
々
は
如
何
な
る
標
準
に
依

て
、
人
間
陶
冶
の
普
遍
的
．
燈
下
を
、
與
へ
ら
れ
た
る
釈
態
に
於
け
る
、
輿
へ
ら
れ
た
る
個
々
人
に
適
用

す
べ
き
か
を
明
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
心
理
學
的
西
国
學
に
せ
よ
、
生
物
學
的
冠
會
學
的

開
明
學
に
せ
よ
、
乃
至
は
歴
史
的
激
育
學
に
せ
よ
、
総
じ
て
経
験
鮒
激
育
學
の
意
昧
は
、
入
間
陶
冶
の

普
遍
的
法
則
が
、
如
何
に
し
て
與
へ
ら
れ
た
る
状
態
に
於
け
る
、
輿
へ
ら
れ
た
る
個
々
入
に
適
用
せ

ら
る
べ
き
か
ご
い
ふ
課
題
に
答
へ
ん
こ
す
る
ご
こ
ろ
に
あ
る
Q
言
ひ
換
へ
る
な
ら
ば
、
普
遍
蘭
法

期
の
特
殊
化
ご
い
ふ
事
が
、
謂
ふ
ご
こ
ろ
の
経
験
的
厳
育
學
の
使
命
で
あ
っ
て
、
入
間
敷
化
に
於
け

る
普
遍
的
帰
期
其
物
の
決
定
は
、
経
験
的
敏
育
學
の
企
て
及
び
難
い
彼
岸
に
横
は
る
。
（
同
、
●
署
簿
。
壱
鱒

H、

吹
B
屋
）
ぼ
。
霞
乙
層
崩
冠
お
○
毫
＾
’
b
。
》
島
」
鴇
ω
．
ω
．
オ
ー
ω
い
屡
照
）

　
出
れ
故
経
験
的
敷
育
學
の
諸
部
門
は
、
蝿
帳
儂
値
を
實
現
す
る
術
ε
し
て
の
撫
育
作
用
に
、
有
致

　
　
　
現
代
に
於
け
ろ
教
育
學
の
墓
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
三
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営
學
研
究
第
百
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
三
四

な
資
料
は
提
供
し
淀
が
、
輝
輝
贋
値
其
物
の
決
定
に
陣
し
て
は
、
何
等
の
眞
理
標
準
を
貢
い
で
居
な

い
。
総
じ
て
、
眞
理
は
、
個
入
生
活
な
り
証
會
生
活
な
り
の
事
實
の
う
ち
に
現
は
れ
る
も
の
で
は
あ
・
．

る
が
、
而
か
も
其
れ
に
歯
回
す
る
も
の
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
も
云
つ
π
や
う
に
「
す
べ
て
の
吾
々
の

認
識
が
経
験
ご
共
に
始
ま
る
こ
い
ふ
こ
ご
に
、
何
の
疑
黙
が
無
い
」
に
せ
よ
、
乃
至
は
「
経
験
に
於
て
の

み
翼
理
が
あ
る
」
に
も
せ
よ
、
認
識
や
警
世
は
、
経
験
に
由
饗
し
、
経
験
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

斯
く
の
如
き
は
、
恐
ら
く
は
、
経
験
的
實
二
黒
の
立
場
に
立
つ
、
あ
ら
ゆ
る
敷
育
學
の
墓
礎
付
け
に
甥

し
て
、
ひ
ご
し
く
與
へ
ら
る
べ
き
警
告
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
蓋
し
吾
等
は
歴
吏
の
う
ち
に
、
自

ら
の
欲
す
る
も
の
、
禽
ら
の
立
場
ご
す
る
ご
こ
ろ
の
も
の
を
、
慮
在
に
見
出
．
す
こ
ご
が
出
異
る
の
で
、

か
く
し
て
彼
の
ザ
イ
ヂ
川
は
、
激
育
禁
中
に
嵩
置
ら
の
形
而
上
學
的
立
場
を
嵩
み
算
し
た
。
け
れ

ご
世
人
は
、
そ
の
同
じ
激
育
史
の
う
ち
に
、
宮
ら
の
哲
學
的
見
解
か
ら
し
て
、
こ
れ
ε
全
く
異
な
る
認

識
を
、
選
み
出
す
こ
ご
が
跨
來
る
○
侮
れ
故
、
凡
そ
原
理
な
し
に
は
、
入
は
、
歴
史
的
考
察
に
依
て
、
巌
育

學
に
甥
す
る
何
等
心
志
の
認
識
を
捕
へ
得
な
い
の
で
、
原
理
に
依
る
考
察
に
し
て
始
め
て
経
験
論

的
立
場
も
全
き
を
致
す
・
、
〕
ご
が
出
馬
る
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
心
理
學
的
湯
壷
付
け
に
甥
し

「
て
も
、
そ
の
理
は
一
つ
で
あ
り
、
從
て
意
味
な
き
事
實
科
學
円
鉾
垂
ω
8
8
犀
弾
こ
し
て
の
3
5
理
學
が
、
儂

値
油
魚
鼻
薬
募
。
。
。
塁
。
ぎ
津
の
階
級
を
冒
か
す
が
如
き
こ
ご
あ
ら
ば
、
島
育
學
の
蒙
む
る
鍋
は
大
き
い
。
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蓋
し
資
料
供
給
以
上
の
こ
ご
は
、
心
理
學
に
は
い
は
い
暦
越
で
あ
っ
て
、
心
理
學
画
質
験
や
敏
育
學

的
實
験
は
、
古
血
學
的
認
識
へ
の
密
な
る
［
奉
公
人
」
ε
し
て
働
ら
く
べ
き
で
あ
る
。
　
ゆ
ゑ
に
精
榊
測

定
や
心
理
記
述
並
判
超
畠
○
㈲
毒
℃
籍
く
の
や
う
な
心
理
概
察
か
ら
敷
育
學
的
認
識
を
得
や
う
ビ
す
る
は
、

吾
等
の
本
質
が
精
榊
の
自
律
に
あ
る
こ
ε
を
忘
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
3
5
理
的
経
験
の
「
合
法
性
」
に

　
　
　
　
　
　
サ
　
バ

從
っ
て
、
吾
々
を
裁
判
か
う
と
す
る
も
の
は
、
吾
々
の
金
魚
が
す
べ
て
心
理
的
「
合
法
性
」
の
上
に
立
つ

ご
見
る
も
の
で
あ
る
。
吾
々
の
灌
威
は
、
…
箪
な
る
心
理
的
法
則
よ
り
異
な
っ
た
何
物
か
か
ら
生
じ

て
由
る
ビ
い
ふ
こ
ご
、
約
言
す
れ
ば
、
自
律
こ
い
ふ
こ
ご
に
あ
る
。
激
育
學
の
心
理
學
・
的
基
礎
付
け

の
意
昧
を
朋
か
に
し
た
吾
々
に
は
こ
の
心
理
動
的
基
礎
付
け
の
特
徴
を
一
暦
鮮
明
に
表
は
し
て

を
る
彼
の
生
物
學
的
基
礎
付
け
に
就
い
て
は
、
最
早
や
考
慮
の
必
要
は
な
い
。

　
凡
そ
敷
育
學
者
に
は
、
そ
の
背
後
に
必
ず
何
等
か
の
理
想
論
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
ベ
ル
デ

マ
ン
は
た
や
肚
夏
鳶
的
に
人
間
敷
化
の
理
想
を
決
め
や
う
ε
し
た
ε
き
、
詳
し
く
言
へ
ば
「
文
化
課

題
」
を
解
く
に
方
っ
て
、
肚
會
の
「
堪
能
な
市
民
銭
。
同
書
α
q
o
舅
ご
び
釜
。
こ
「
役
立
つ
成
員
協
三
ミ
包
δ
Q
ぽ
臼
厭
」
を
捕
へ

た
こ
き
、
誤
っ
た
。
文
化
そ
の
も
の
、
概
念
が
先
づ
確
立
さ
れ
て
、
後
始
め
て
丈
化
課
題
が
明
か
に

な
る
か
ら
で
あ
る
○
疵
會
の
「
堪
能
な
市
民
』
や
「
役
立
つ
成
員
』
は
、
経
験
が
涙
生
し
得
な
い
贋
値
標
準

を
豫
想
す
る
ビ
こ
ろ
の
評
便
で
あ
る
。
斯
く
て
ベ
ル
デ
マ
ン
も
實
は
無
意
識
的
に
、
彼
が
功
利
主

　
　
　
現
代
に
於
け
る
敷
宵
學
の
塞
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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山
ハ

義
的
原
理
の
外
に
、
超
功
利
的
な
る
何
等
か
の
理
想
的
原
理
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
だ
の
で

あ
．
る
。
唯
物
吏
掘
に
立
つ
彼
の
証
會
主
義
激
育
學
に
於
て
も
同
…
襟
、
所
謂
唯
物
虚
言
は
そ
の
血
液

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
コ
イ
ト

中
に
爵
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
的
の
印
ち
理
想
主
義
朗
の
緯
を
織
り
交
せ
て
を
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
経
濟

的
推
移
の
う
ち
に
、
登
展
、
進
歩
乃
至
は
向
上
を
主
張
す
る
閥
、
宮
ら
剛
種
有
目
的
的
な
從
て
理
想
酌

な
儂
値
論
を
考
慮
に
入
れ
て
を
る
。
祇
愈
主
義
ε
云
へ
ば
、
夫
れ
故
マ
ル
ク
ス
の
學
説
に
立
ち
、
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
づ
ズ
ム
ご
云
へ
ば
ッ
ロ
ッ
キ
ー
の
学
説
に
立
つ
○
斯
く
て
マ
ハ
冠
會
主
義
民
謡
學
に
於

て
も
、
何
等
か
の
意
味
に
於
”
る
理
想
的
要
素
が
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
○
ヶ
ー
ラ
ー
も
云
っ

た
や
う
に
激
育
學
の
誕
生
そ
れ
論
議
が
既
に
面
通
學
渚
の
入
出
癖
の
反
映
で
あ
り
、
精
帥
生
活
の

要
求
で
あ
り
、
從
て
敷
育
言
説
の
種
々
相
は
、
同
一
事
實
に
訳
す
る
異
な
る
説
明
の
様
式
を
物
語
る

も
の
で
は
な
く
て
、
唐
己
の
生
命
構
成
の
襟
々
の
構
造
の
表
は
れ
で
あ
る
。
敷
育
學
は
異
な
る
假

説
か
ら
し
て
同
一
鐵
來
事
に
加
へ
ら
れ
た
「
追
加
的
反
省
」
で
は
な
い
。
（
諸
●
男
囚
夢
貯
…
H
W
愛
§
臓
毎
島

ぞ

ノ
＜
o
喜
髪
警
≧
§
騎
”
H
鴇
ご
観
三
〇
搾
§
頓
墾
照
）

二

以
上
述
べ
來
つ
た
と
こ
ろ
に
出
て
、
敷
育
吏
も
3
6
理
學
も
生
物
學
も
玉
壷
學
も
そ
れ
宮
身
激
育
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學
を
基
礎
付
け
得
な
い
ご
い
ふ
こ
ε
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
此
等
楼
々
の
方
法

ε
全
く
異
な
る
合
理
的
演
繹
的
方
法
に
依
る
敢
育
學
の
基
礎
付
け
に
就
て
考
へ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
合
理
的
演
繹
的
方
法
に
去
て
は
、
心
性
、
ト
レ
ル
チ
の
口
吻
を
學
べ
ば
「
理
性
に
調
て
構
成
的

に
基
礎
け
ら
れ
た
る
統
二
こ
い
ふ
一
般
的
理
想
に
依
て
す
べ
て
が
支
配
さ
れ
る
。
從
て
敷
育
學
．

は
、
た
“
す
べ
て
の
上
に
置
か
れ
だ
る
理
念
に
依
て
可
能
ご
な
る
。
　
理
念
は
、
し
か
し
、
歴
史
的
な
、
心

理
墨
・
的
な
、
生
物
學
的
な
、
又
は
証
會
學
的
な
方
法
を
以
て
、
経
験
的
に
求
む
る
を
許
さ
な
い
。
　
論
理

的
演
繹
の
方
法
に
依
て
、
理
念
は
、
飽
く
迄
も
、
理
想
主
嚢
的
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
○

斯
く
て
敷
二
言
が
人
間
陶
冶
の
溢
を
示
す
理
想
的
法
則
は
、
哲
學
の
等
張
す
る
こ
こ
ろ
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
◎
こ
れ
ナ
ト
ル
プ
の
代
表
す
る
一
涙
の
敷
育
學
で
あ
っ
て
、
此
派
に
あ
り
て
は
、
駿
育

學
の
方
法
は
、
認
識
の
方
法
ご
同
様
、
そ
れ
角
身
何
等
の
理
性
内
容
を
有
せ
ざ
る
経
験
駅
態
を
顧
る

こ
ε
な
く
、
す
べ
て
を
哲
學
二
丁
學
か
ら
規
定
す
る
。
ヶ
ー
ラ
ー
は
斯
か
る
立
場
を
定
式
化
し
て

次
の
や
う
に
云
っ
て
を
る
。
「
凡
そ
入
間
的
な
る
も
の
は
、
畢
覧
す
る
に
、
意
識
の
う
ち
に
、
從
て
認
識

の
う
ち
に
根
ざ
し
、
そ
し
て
人
間
登
展
の
す
べ
て
の
歩
武
は
、
結
局
意
識
の
歩
武
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
陶

冶
－
の
法
則
は
、
認
識
が
批
判
的
に
定
式
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
唯
一
の
認
識
の
根
本
法
期
に
湖
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し
て
認
識
の
此
根
本
法
則
こ
そ
は
、
人
間
陶
冶
の
す
べ
て
の
方
面
ビ
方
向

　
　
　
現
代
に
於
け
ろ
敏
育
學
の
塞
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
入

ご
に
進
展
し
て
、
陶
冶
活
動
の
組
織
ご
激
授
の
方
法
論
ε
を
決
定
す
る
。
敢
育
學
の
方
法
論
は
、
事

實
全
然
認
識
の
方
法
論
ご
一
つ
で
あ
り
、
そ
し
て
哲
學
的
に
認
め
ら
れ
た
る
認
識
の
こ
の
根
本
法

則
が
、
敏
育
上
の
仕
事
の
全
膿
を
、
各
々
の
方
向
に
從
ひ
、
又
最
後
の
要
素
に
至
る
ま
で
抱
即
し
、
斯
く

し
て
敢
育
學
の
全
根
本
概
念
を
確
乎
た
る
演
繹
か
ら
導
き
出
だ
さ
う
ビ
す
る
の
で
あ
る
○
」

　
合
理
的
演
繹
に
依
る
敏
育
學
の
基
構
付
け
は
、
ナ
ト
ル
プ
に
も
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
あ
ら
ゆ
る

経
験
論
的
方
法
の
齎
ら
す
誤
謬
を
避
け
や
う
こ
し
て
、
鋭
こ
い
原
理
に
訴
へ
て
、
経
瞼
論
者
の
遠
く

企
で
及
ば
な
い
本
質
的
改
善
を
、
激
育
學
の
基
礎
付
け
の
上
に
施
し
た
。
ナ
ト
ル
プ
に
あ
り
て
は
、

哲
學
的
基
礎
村
け
な
し
に
は
、
學
ε
し
て
の
敷
育
學
は
不
可
能
で
あ
る
。
け
れ
ざ
斯
か
る
合
理
的

演
繹
の
基
礎
付
け
に
為
す
る
反
樹
説
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
○
蓋
し
合
理
的
演
繹
の
方
法
は

一
種
の
煩
鎖
哲
學
に
堕
す
る
が
上
に
、
屡
々
激
育
活
勤
の
樹
象
こ
し
て
の
生
命
あ
る
入
間
を
脅
か

す
○
早
早
活
動
は
生
命
あ
る
人
間
を
取
扱
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
命
あ
る
人
間
を
取
扱
ふ

ご
は
、
自
ら
激
化
内
容
を
同
化
し
、
良
ら
の
中
に
理
想
的
精
紳
世
界
を
構
成
す
る
ビ
こ
ろ
の
精
神
的

存
在
こ
も
て
の
兇
董
を
取
扱
ふ
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
○
文
化
敷
育
悪
徒
も
云
っ
て
を
る
や
う
に
、

陶
冶
は
「
入
格
の
滲
み
串
で
た
る
、
特
有
な
艦
味
あ
る
生
命
の
呼
吸
に
満
ち
た
る
、
霊
化
さ
れ
元
る
精

憩
あ
態
度
で
あ
る
。
」
陶
冶
は
そ
れ
赦
ま
た
「
固
定
し
凝
結
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
生
々
膚
展
す
る
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こ
こ
ろ
の
形
相
で
あ
る
。
」
「
陶
冶
は
ま
た
断
え
す
廣
汎
な
る
材
料
を
振
幽
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
從
っ

て
「
人
格
の
中
心
黙
か
ら
常
に
新
た
な
る
年
輪
中
に
生
長
し
て
行
く
こ
こ
ろ
に
、
陶
冶
の
特
質
が
あ

る
。
陶
冶
の
生
産
力
は
、
静
止
す
る
こ
ご
を
知
ら
な
い
吾
人
精
血
的
生
類
の
僧
∵
値
要
求
の
中
に
横

っ
て
を
り
、
よ
り
大
な
る
内
面
的
白
魚
ご
多
機
性
ご
を
自
ら
に
輿
へ
ん
ご
し
て
、
不
断
に
客
掘
的
償

値
の
増
加
を
要
め
る
。
」
か
る
が
ゆ
ゑ
に
「
陶
冶
は
畢
零
す
る
に
客
二
言
慣
値
の
人
・
格
的
獲
得
で
あ

る
ゆ
言
ひ
換
へ
れ
ば
文
化
財
中
に
實
現
し
居
る
客
槻
的
便
値
の
人
格
的
獲
得
が
陶
冶
で
あ
る
」
「
交

化
は
實
在
化
せ
る
客
商
的
債
値
の
王
國
で
あ
る
。
入
間
の
文
化
は
、
入
間
の
個
入
的
静
態
か
ら
決

定
さ
れ
た
る
、
そ
し
て
此
の
血
豆
財
ご
の
人
格
的
の
關
係
で
あ
る
。
」
『
そ
し
て
文
化
償
値
の
あ
ら
ゆ

る
膿
験
ご
創
造
ご
が
、
蝋
面
に
於
て
陶
冶
で
あ
る
。
」
故
に
眞
の
陶
冶
は
、
個
々
入
の
生
命
そ
の
も
の

こ
直
接
嗣
罪
す
る
ご
同
時
に
、
歴
史
的
屈
曲
ご
關
淫
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
斯
く
て
陶
冶
め
本

質
は
「
自
己
獲
展
的
な
る
精
紳
の
素
質
ご
生
活
範
園
ざ
の
關
係
の
中
に
お
か
れ
得
る
あ
ら
ゆ
る
客

観
的
債
値
を
、
全
一
な
る
、
客
槻
的
に
活
動
す
る
能
力
あ
る
、
そ
し
て
自
己
自
身
獣
喜
に
満
ち
鑑
賞
す

る
ビ
こ
ろ
の
人
格
の
昌
的
を
以
τ
、
此
人
間
の
膿
験
ビ
確
信
ビ
そ
し
て
創
造
力
こ
の
う
ち
に
、
生
々

登
展
ぜ
ん
ご
す
る
同
化
で
あ
る
。
」
（
圃
・
ω
℃
藝
お
醜
“
Q
a
魯
日
系
ま
2
ピ
。
ξ
窪
ぴ
ま
戸
錘
鱒
H
鴇
ρ
ω
・
ω
一
ひ
）
是
に

於
て
か
吾
舟
は
、
被
激
論
者
及
び
こ
の
被
面
掛
者
に
於
け
る
唐
馬
的
生
長
に
就
い
て
の
考
慮
な
し

　
　
　
現
代
に
於
け
る
教
育
箪
の
塞
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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○

に
、
陶
冶
内
容
を
決
定
す
る
法
期
よ
り
し
て
、
被
激
育
者
の
主
槻
性
を
決
定
6
す
る
陶
冶
の
法
即
を
支

持
す
る
を
得
な
い
Q
し
か
も
新
カ
ン
ト
學
派
の
彼
の
形
式
的
な
理
想
主
義
は
、
心
理
的
内
容
ご
歴

史
的
内
容
と
を
着
過
し
、
從
て
生
命
に
満
ち
た
る
實
在
の
代
り
に
頻
り
に
組
織
や
形
態
を
追
求
す

る
。
こ
れ
マ
ー
川
ブ
ル
ヒ
學
涙
の
肚
會
的
激
育
學
な
ざ
が
、
総
じ
て
敢
育
に
於
け
る
掴
人
的
條
件

を
難
視
し
、
心
理
的
實
在
を
威
脅
す
る
わ
け
で
あ
る
。
　
從
て
合
理
的
演
繹
法
に
よ
る
激
育
學
に
あ

り
て
は
、
往
々
見
開
の
密
由
ご
濁
立
ご
が
座
倒
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
要
す
る
に
、
児
童
の
特
質

が
、
聖
な
る
馬
丁
性
に
依
て
は
支
持
し
得
ら
れ
な
い
ε
い
ふ
理
を
見
逃
が
し
て
を
る
か
ら
で
あ
る
。

斯
く
て
吾
等
は
、
生
命
あ
る
實
在
を
顧
み
ざ
る
こ
の
論
理
主
義
の
激
響
町
を
補
ふ
に
、
敷
育
學
ε
生

命
こ
の
本
質
的
關
係
を
以
て
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ご
い
ふ
の
が
、
合
理
的
演
繹
法
に
費
し
て
、
人

格
激
育
學
徒
や
文
化
敷
畳
學
徒
の
、
ひ
ご
し
く
加
へ
つ
、
あ
る
最
近
の
批
評
で
あ
る
（
囚
・
囚
。
。
。
。
。
。
ζ
鱒

男
｛
三
等
σ
q
o
σ
q
前
盛
「
℃
巨
。
。
・
o
℃
繧
・
。
渉
2
0
三
＆
雷
の
ρ
6
碧
墾
照
）
。
け
れ
ご
此
種
の
批
詐
は
、
私
の
見
る
ご
こ
ろ
で

は
、
新
カ
ン
ト
學
徒
の
敏
育
雛
に
醤
す
る
理
解
の
不
足
か
ら
出
て
を
る
部
分
が
、
少
な
く
な
い
や
う

で
あ
る
。
わ
け
て
も
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ビ
學
派
の
鍛
育
學
が
総
じ
て
激
育
に
於
け
る
導
入
的
條
件
や

心
理
的
基
礎
を
無
親
し
て
を
る
こ
い
ふ
が
如
き
批
評
は
、
此
學
派
の
立
場
に
野
す
る
正
し
き
理
解

の
歓
損
を
物
語
る
も
の
ご
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
吾
々
は
斯
か
る
批
詐
の
眞
慣
を
明
か
に



す
る
こ
い
ふ
、
い
は
や
副
次
的
の
目
的
を
も
加
へ
て
、
こ
》
に
先
づ
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
學
・
徒
に
依
て
代

表
さ
る
、
合
理
的
演
繹
の
立
場
に
立
つ
激
育
學
基
礎
付
け
の
輪
廓
を
素
描
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

四剛
口

415

　
ル
ッ
ン
ー
は
曾
て
、
生
活
ご
は
藩
邸
に
取
っ
て
意
識
を
秘
文
す
る
ご
云
つ
だ
が
、
ル
ッ
ソ
ー
の
既

記
に
し
て
眞
な
り
と
す
れ
ば
、
眞
の
駿
育
は
、
最
高
の
意
識
性
を
要
求
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
激
育
は
普
通
、
児
董
を
育
て
上
げ
る
ご
解
さ
れ
て
を
る
が
、
育
て
上
げ
る
ご
は
、
未
だ
成
熟
せ

ざ
る
も
の
を
成
熟
喫
、
矯
せ
る
ご
い
ふ
邑
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
、
に
成
熟
ご
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
意
識

の
成
熟
で
あ
る
。
成
熟
が
意
識
の
成
熟
で
あ
る
な
ら
ば
、
駿
育
活
動
は
結
局
意
識
の
本
質
を
明
か

に
す
る
門
趨
ム
に
侯
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
ご
い
ふ
三
に
な
り
、
從
っ
て
眞
に
数
育
活
動
を
支
配
す
る

原
理
は
、
「
學
の
學
」
こ
し
て
の
哲
學
に
侯
だ
ざ
る
を
得
な
い
ご
い
ふ
王
に
な
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
未

成
熟
者
を
成
熟
者
た
ら
し
め
や
う
こ
す
る
一
切
の
敏
育
活
動
を
、
内
的
に
綜
合
す
る
ご
こ
ろ
の
學

的
統
一
は
、
唯
圃
切
認
識
の
綜
合
統
一
に
依
て
始
め
て
可
能
こ
な
る
。
こ
、
に
認
識
ご
は
、
入
問
精

々
の
全
領
域
を
含
み
、
從
て
認
識
の
客
観
的
内
容
ご
主
窺
的
経
験
ご
の
影
面
を
抱
擁
す
る
。
而
し

　
　
　
現
代
に
於
け
る
歎
育
學
の
纂
礎
付
け
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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こ

て
認
識
の
斯
か
る
綜
合
統
一
は
、
臆
て
哲
學
の
課
題
で
あ
り
、
謂
ふ
ご
こ
ろ
の
科
學
ご
は
、
か
、
る
綜

合
統
一
の
中
心
黙
こ
し
て
の
哲
學
か
ら
涯
生
し
來
る
い
は
や
末
梢
的
諸
部
分
を
分
け
前
す
る
も

の
。
此
意
味
に
於
て
ナ
ト
ル
プ
は
、
激
動
學
の
中
心
的
綜
合
的
統
一
的
指
導
者
は
、
學
の
學
ビ
し
て

の
哲
學
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
ご
し
元
○
（
男
・
乞
葺
嚢
℃
”
団
嘉
○
。
・
o
菩
凶
。
葺
嵐
男
鑑
茜
。
σ
q
牙
・
。
9
蚤
6
鵠
墾
照
〉

　
ナ
ト
ル
プ
に
依
れ
ば
、
學
ご
し
て
の
漱
育
學
の
課
題
は
、
こ
れ
を
哲
學
こ
の
關
係
に
於
て
見
る
ピ

き
、
既
に
・
史
上
に
於
て
事
實
明
か
に
さ
れ
て
居
た
。
帥
ち
古
代
希
臓
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
　
派
は
、
人
間

敷
延
の
こ
ご
を
、
本
來
の
學
的
討
究
の
諜
題
こ
し
た
光
榮
あ
る
最
初
の
學
徒
で
あ
っ
て
、
彼
等
が
哲

學
を
實
際
的
要
求
に
癒
せ
し
む
る
こ
と
に
謁
し
て
意
識
野
な
努
力
を
仕
彿
つ
た
こ
ご
は
、
騰
て
敷

壷
草
の
哲
學
的
基
礎
付
け
に
甥
す
る
彼
等
の
業
績
を
物
語
る
○
け
れ
ざ
哲
學
ご
激
育
學
ビ
の
統

一
は
、
プ
ラ
ト
ー
に
至
っ
て
始
め
て
眞
の
深
味
に
入
つ
π
ε
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ー
こ
そ

は
、
吏
上
哲
學
凝
霜
育
學
ご
の
學
的
基
礎
付
け
者
た
る
の
灌
利
が
あ
る
。
哲
學
、
然
う
全
哲
學
は
、
プ

ラ
ト
ー
に
取
っ
て
は
、
本
質
的
に
科
學
の
方
法
で
あ
っ
た
ご
同
時
に
、
人
間
陶
冶
の
方
法
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
他
方
面
か
ら
云
ふ
な
ら
ば
、
彼
に
あ
り
て
、
眞
の
国
育
は
、
全
赴
會
秩
序
、
從
て

人
間
の
願
事
生
活
を
抱
擁
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
哲
學
、
プ
ラ
ト
ー
の
口
吻
を
學
べ
ば
智
へ
の
努

力
、
及
び
入
間
の
最
高
の
カ
ε
し
て
の
理
性
や
科
學
を
現
馴
化
し
、
全
入
間
生
活
を
支
配
す
る
こ
ビ
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で
あ
る
。
　
か
、
る
仕
事
は
、
し
か
し
、
定
式
化
こ
そ
せ
ざ
れ
、
事
實
饒
に
、
プ
ラ
ト
ー
の
師
ソ
ク
ラ
テ
ス

に
以
て
螢
ま
れ
た
。
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
ご
ゾ
ラ
ト
ー
ご
が
共
に
、
敷
育
學
へ
の
門
ロ
を
倫
理
學
の
み
に

求
め
す
し
て
、
こ
れ
ご
同
標
に
、
否
な
こ
れ
に
先
だ
ち
、
ま
た
噛
こ
れ
よ
り
一
層
根
本
的
に
、
論
理
學
に
於

て
激
育
學
へ
の
門
口
を
求
め
た
こ
ご
は
、
わ
け
て
吾
等
の
注
意
に
便
す
る
。
國
家
畜
の
騰
系
中
に

激
論
學
を
牧
め
た
こ
ε
に
去
て
、
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
は
一
見
プ
ラ
ト
ー
ご
甚
だ
し
く
相
接
近
し
て

居
セ
に
も
拘
は
ら
す
、
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
の
國
家
學
は
哲
學
的
基
礎
を
離
れ
て
居
だ
ざ
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
激
育
學
も
亦
僅
か
に
彼
れ
が
哲
學
の
全
面
藤
豆
に
、
い
は
や
一
つ
の
小
さ
な
附
語
ご
し
て
編

み
込
ま
れ
だ
。
夫
れ
故
ア
リ
ス
ト
・
ア
レ
ス
に
あ
b
て
は
、
寂
青
玉
ご
哲
學
ご
の
關
係
は
、
寧
ろ
偶
然

的
の
も
の
で
あ
っ
な
。
近
世
激
育
の
鼻
租
ε
呼
ば
る
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
最
大
の
鋏
隅
は
、
そ
の
激

育
學
に
蛋
當
な
心
墨
的
基
礎
を
映
く
黙
に
あ
る
。
　
ウ
ヅ
ク
は
哲
切
者
で
あ
る
ご
同
時
に
激
育
學

者
で
も
あ
っ
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
哲
學
は
不
幸
に
し
て
彼
が
血
液
毒
に
滲
潤
す
る
こ
ε
淺
か
り

し
が
爲
め
に
、
覧
に
激
甚
學
に
微
す
る
乙
が
乏
し
か
つ
元
。
　
ル
．
ソ
ー
に
は
激
育
學
の
根
本
的
基

礎
懸
け
に
賦
す
る
熟
烈
な
要
求
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
魁
露
頭
學
も
あ
れ
ば
、
宗
駿
に
醤
す
る

倫
理
的
基
礎
も
有
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
論
理
學
や
、
心
理
學
の
論
理
的
方
面
に
根
本
的
の
新
生
を
歓

い
た
爲
め
、
敷
育
學
に
醤
す
る
統
一
的
基
礎
付
け
ば
興
し
で
あ
っ
た
。
然
る
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に

　
　
　
　
境
代
に
於
け
る
敏
育
學
の
基
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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四
．

あ
り
て
は
、
統
一
へ
の
衝
動
は
、
そ
の
思
想
を
蓮
じ
て
極
め
て
熾
烈
の
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
の
激
育

學
が
カ
ン
ト
哲
學
へ
の
勤
書
マ
」
じ
て
評
債
さ
れ
た
の
は
憂
欝
で
あ
る
。
　
ペ
ス
タ
7
ッ
チ
の
藪
育

學
は
、
カ
ン
ト
哲
學
同
標
、
本
誌
的
な
る
方
法
的
理
想
主
義
を
呼
吸
し
て
居
た
。
ナ
ト
ル
プ
は
「
ペ
ス

タ
質
　
ッ
チ
の
理
想
、
主
義
」
に
於
て
、
官
憲
ε
な
く
ペ
ス
タ
鷲
ッ
チ
を
プ
ラ
ト
ー
に
比
し
、
吾
等
が
歴
史

に
有
ち
得
る
＝
一
大
理
想
圭
義
者
」
の
一
人
を
プ
ラ
ト
ー
ご
し
、
他
を
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ご
し
て
を
る
。

ナ
ト
ル
プ
は
「
古
謡
の
法
諺
思
想
家
中
、
プ
ラ
｝
一
を
外
に
し
て
は
、
ペ
ス
副
官
ッ
チ
ご
心
乱
軽
す
る

も
の
あ
る
を
知
ら
な
い
」
の
で
あ
る
が
、
さ
て
そ
の
ナ
ト
ル
プ
は
、
曾
て
激
声
調
の
困
難
ご
責
任
ご
を

論
じ
て
、
ペ
ス
タ
官
ッ
チ
が
こ
ご
に
及
び
、
忽
然
ご
し
て
語
を
な
し
て
日
ふ
。
「
斯
か
る
困
難
ご
責
任

ど
に
澄
し
て
、
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
ご
い
ふ
一
人
の
天
才
の
出
現
せ
る
は
、
誠
に
一
大
出
來
事
ε
云
ふ
べ

き
で
あ
る
。
余
は
敢
て
彼
を
激
育
學
の
天
才
ご
呼
ぶ
Q
そ
し
て
余
は
ペ
ス
タ
饗
ッ
チ
以
外
、
他
に

敷
育
學
の
天
才
あ
る
を
知
ら
な
い
。
」
（
｝
、
・
尋
ε
弓
”
餐
邑
ぎ
峯
㏄
回
、
。
ω
巨
2
N
ぎ
ぢ
ぢ
略
言
）
。
た
や
併
か
し

べ
ス
タ
ロ
。
チ
窟
ら
は
．
深
く
石
鉢
の
敢
訴
訟
に
横
は
れ
る
哲
學
を
、
麿
ら
明
瞭
に
捕
へ
且
つ
十
分

に
こ
れ
を
登
話
す
る
の
性
能
を
具
へ
て
居
な
か
つ
だ
忌
め
に
、
彼
に
あ
り
て
も
激
育
學
の
嚴
密
な

る
學
的
基
礎
付
け
の
課
題
は
未
解
の
ま
、
後
進
に
残
さ
れ
た
○

　
降
っ
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
哲
學
者
に
し
て
蚕
下
學
を
本
業
と
し
、
且
つ
敷
育
學
を
三
島
の
全
哲
學
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腱
系
中
の
主
要
部
ε
し
た
黙
に
於
て
、
一
見
プ
・
ラ
ト
ー
に
も
比
す
べ
き
で
あ
る
。
け
れ
ご
ヘ
ル
バ

ル
ト
は
プ
ラ
ト
ー
に
見
る
が
如
く
、
敷
育
學
ご
哲
學
ご
を
完
全
に
結
合
す
る
こ
ご
が
脳
底
な
か
っ

た
○
蓋
し
哲
學
は
も
ご
吾
等
が
精
紳
世
界
に
於
け
る
不
可
分
的
全
膿
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

に
、
彼
は
そ
の
不
可
分
的
全
禮
ざ
し
て
の
哲
學
の
上
に
、
薮
育
學
を
築
か
す
し
て
、
倫
理
學
及
び
心
理

學
ご
い
ふ
僅
か
二
個
の
哲
商
的
科
肖
の
上
に
、
強
ひ
て
激
如
露
を
建
て
や
う
ご
し
た
。
　
ヘ
ル
バ
ル

ト
の
見
解
は
、
惟
ふ
に
そ
の
根
本
に
於
て
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
へ
㊨
復
蹄
で
あ
る
。
　
ヘ
ル
バ
ル
ト
及

び
ヘ
ル
バ
ル
ト
學
派
に
あ
り
て
は
、
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
同
様
、
論
理
學
ご
美
事
ご
は
、
漱
育
學
に
醤
し

て
倫
卿
理
學
に
見
る
が
如
き
密
接
な
る
…
關
係
を
結
ば
な
い
。
　
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
心
理
學
を
以
て
敷
育

學
の
「
基
礎
こ
し
た
の
は
、
打
ち
見
る
ご
こ
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
ご
そ
の
趣
を
異
に
す
る
か
の
や

う
で
は
あ
る
が
、
併
か
し
ア
リ
ス
ト
タ
レ
ス
に
あ
り
て
は
そ
の
倫
理
學
が
飽
く
ま
で
心
理
學
的
で

あ
っ
た
の
で
、
斯
か
る
意
味
か
ら
心
理
學
は
彼
が
激
育
學
に
重
大
の
役
割
を
演
じ
た
。
又
論
理
學

は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
霜
露
學
に
必
ず
し
も
歓
け
た
の
で
は
な
く
て
、
僅
か
な
が
ら
も
七
二
の
段
階
説

ε
い
ふ
片
隅
に
は
存
し
た
の
で
あ
る
が
、
美
學
に
至
っ
て
は
寛
に
彼
が
敷
育
學
の
墓
礎
付
け
に
與

か
ら
な
か
っ
た
ご
云
ふ
こ
ご
が
出
來
や
う
。
か
く
し
て
吾
等
は
此
問
題
に
於
て
は
プ
ラ
ト
ー
に

蹄
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
ε
い
ふ
の
が
ナ
ト
ル
プ
一
派
の
主
張
ビ
な
る
。
プ
ラ
ト
ー
に
館
る
ε

　
　
　
現
代
に
於
け
ろ
敏
育
學
の
基
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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ハ

は
、
全
膿
ビ
し
て
の
激
育
學
は
、
全
膿
ご
し
て
の
哲
學
の
上
に
そ
の
基
礎
を
麗
く
べ
き
で
あ
っ
て
が

り
そ
め
に
も
倫
理
學
及
び
心
理
學
ご
い
ふ
暫
學
の
二
個
の
引
き
裂
か
れ
た
る
漸
片
の
上
に
敷
育

墨
・
の
基
礎
を
畳
ん
で
は
な
ら
な
い
ビ
い
ふ
意
で
あ
る
。

　
撫
育
學
の
基
礎
が
全
禮
ご
し
て
．
の
哲
學
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ε
い
ふ
こ
ε
は
、
哲
學
を
若
干
数

に
分
割
す
る
こ
ε
が
、
哲
學
そ
の
も
の
、
意
味
を
拒
む
ε
い
ふ
こ
ご
を
想
起
す
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。

認
識
の
あ
ら
ゆ
る
特
殊
方
．
向
の
最
後
の
中
心
的
統
｛
ご
い
ふ
こ
ご
を
外
に
し
て
は
、
哲
學
に
は
何

等
本
然
の
課
題
は
な
い
○
哲
學
は
も
ご
一
で
あ
り
、
然
ら
ざ
れ
ば
哲
學
は
剛
般
に
何
物
で
も
な
い
。

哲
學
を
分
罰
す
る
は
、
哲
學
を
放
棄
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
蓋
し
軍
勢
は
認
識
の
統
瞬
、
内
的
中
心
的

統
一
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
一
切
の
部
分
に
先
立
だ
ち
而
か
も
そ
の
基
礎
を
な
す
ε
こ
ろ
の
統
一
を
意

味
す
ヴ
○
も
の
。
外
部
的
末
鞘
的
は
哲
學
の
本
義
に
悸
る
。
斯
べ
て
若
し
吾
等
が
全
膿
ピ
し
て
の

哲
學
か
ら
引
き
離
し
た
る
若
干
の
分
科
の
上
に
、
翼
壁
學
を
築
か
う
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
闘
じ
て
哲

學
の
上
に
激
育
學
を
基
礎
付
け
す
る
所
以
で
な
い
。
近
世
以
來
激
駅
留
會
を
支
配
し
來
つ
た
學

説
は
、
斯
…
か
る
非
難
を
遁
が
れ
な
い
。
　
ラ
イ
ン
に
曾
て
最
も
よ
く
代
表
さ
れ
て
を
る
や
う
に
、
從
來
、

漱
育
學
の
国
礎
は
全
膿
こ
し
て
の
哲
學
の
上
に
麗
か
れ
す
し
て
、
倫
理
學
ご
心
理
學
こ
の
上
に
置

か
れ
だ
。
鮨
種
の
風
潮
の
由
來
す
る
ご
こ
ろ
を
見
る
ε
、
其
露
に
は
少
く
こ
も
一
酉
の
理
が
あ
る
。
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帥
ち
入
間
生
活
の
當
爲
叉
は
理
想
に
起
す
る
學
ご
し
て
の
倫
理
學
が
、
敷
育
活
動
の
目
標
を
示
し
、

敷
育
活
動
が
そ
の
上
に
影
響
せ
ん
と
す
る
入
間
の
3
6
意
の
性
質
を
明
か
に
す
る
5
5
理
學
が
、
敷
育

活
動
の
方
法
を
決
定
す
る
基
礎
學
た
り
得
る
ご
い
ふ
思
想
は
、
一
画
何
人
に
取
っ
て
も
受
け
容
れ

易
い
考
方
で
あ
る
。
　
け
れ
ご
倫
理
學
が
激
育
の
目
的
を
決
定
し
、
心
理
學
が
敷
育
の
方
法
を
決
定

す
る
ご
い
ふ
考
は
、
果
し
て
無
條
件
で
維
持
す
る
こ
ご
が
出
凝
る
で
あ
ら
う
か
。
實
践
理
性
の
優

位
を
認
め
る
こ
ご
は
、
何
人
も
躊
躇
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
け
れ
ご
優
位
は
濁
裁
の
シ
ノ
ニ
ム

で
は
な
い
。
立
傘
目
的
ε
方
漆
、
目
標
ご
進
路
ビ
は
、
互
に
無
慮
し
合
固
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
科
學
が
同
一
活
動
の
目
的
を
示
し
、
他
の
科
學
が
そ
の
活
動
の
方
法
を
示
す
ご
す
る
な
ら
ば
、
此

等
二
科
學
は
、
互
に
甥
癒
し
聯
広
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
○
假
倉
此
等
二
の
科
學
が
そ
の
研
究
の

方
向
を
異
に
す
る
こ
も
、
研
究
の
醤
象
又
は
範
團
に
於
て
は
合
致
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
倫
理

學
は
吾
々
の
精
紳
に
於
け
る
意
志
の
規
範
や
法
則
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
心
理
學
は
此
意
志

の
外
知
識
や
無
情
を
も
研
究
の
鋼
象
こ
す
る
。
而
か
も
此
愚
志
以
外
の
醤
象
は
、
倫
理
學
ご
並
ぶ

他
の
哲
學
的
科
學
の
研
究
に
倹
穴
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
詳
し
く
云
へ
ば
倫
理
學
が
意
志
の
法

即
を
明
か
に
す
る
や
う
に
、
論
理
學
叉
は
認
識
論
は
吾
々
の
思
惟
や
認
識
の
法
則
を
明
か
に
し
、
美

學
は
戸
立
創
造
的
な
，
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
法
期
を
明
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
倫
理
と
相

　
　
　
覗
代
に
於
け
ろ
敏
育
畢
の
暴
礎
付
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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哲
學
研
究
第
百
十
號
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

並
ぷ
認
識
論
と
美
學
ご
は
、
擁
立
目
的
の
決
定
に
分
け
貸
す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
。
　
ロ
ー
ソ
ー

激
授
は
激
育
の
理
想
を
論
じ
て
日
つ
た
。
「
駿
育
の
理
想
的
昌
的
は
入
生
そ
の
も
の
、
理
想
的
目

的
に
立
て
明
か
に
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
優
越
な
る
そ
し
て
支
配
的
な
る
目
的
は
、
倫

理
的
生
活
で
あ
る
。
そ
こ
で
す
べ
て
の
敷
育
の
優
越
な
る
目
的
は
倫
理
的
目
的
で
あ
る
○
こ
の

目
的
ご
そ
し
て
目
的
を
達
す
る
條
件
ε
の
決
定
が
敷
育
の
理
論
ε
方
法
論
ご
を
組
立
て
る
。
…
…

…
…
。
・
倫
理
的
な
る
も
の
は
す
べ
て
に
入
り
込
ん
で
行
く
。
此
普
遍
性
こ
そ
は
、
倫
理
的
な
る
も
の

の
優
越
な
る
こ
ε
を
示
す
・
に
十
分
で
あ
ら
う
○
」
（
○
。
・
ω
・
に
町
費
ぎ
鍵
口
一
窮
o
h
臣
9
巴
9
ポ
お
○
ゆ
勺
ダ
ぐ

墾
照
）
。
人
生
の
理
想
が
敷
育
・
の
理
想
を
構
成
す
る
と
い
ふ
こ
ご
、
そ
の
入
生
の
理
想
に
於
て
倫
理

的
理
想
が
優
越
な
從
て
支
配
的
な
位
置
を
占
め
る
ご
い
ふ
こ
ご
に
、
異
存
を
さ
し
は
さ
ま
う
ε
す

る
の
で
は
な
い
。
倫
理
的
理
想
が
優
越
な
位
置
を
占
め
る
ご
い
ふ
こ
ピ
は
、
入
生
に
於
け
る
他
の

理
想
に
醤
す
る
開
室
が
優
れ
て
を
る
ビ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
す
べ
て
優
劣
ε
い
ふ
こ
ε
は
關
係

的
の
こ
ε
で
あ
り
、
相
心
的
の
こ
ε
で
あ
る
。
倫
理
的
理
想
が
他
の
理
想
に
優
れ
て
を
る
ε
い
ふ

こ
ご
は
、
直
ち
に
善
が
眞
や
美
を
決
定
す
る
ご
い
ふ
こ
ε
で
は
な
い
。
翼
や
美
の
法
期
は
倫
理
學

以
外
の
法
則
科
學
に
依
る
の
外
決
定
せ
ら
れ
な
い
○
陀
や
他
の
法
則
科
學
に
依
て
決
定
さ
れ
た

眞
や
美
を
善
ご
開
係
さ
せ
て
入
生
を
考
へ
ん
ε
す
る
ビ
き
、
下
等
諸
理
想
の
間
に
い
は
や
優
劣
主



從
ε
い
ふ
や
う
な
關
係
も
宮
ら
生
じ
て
來
る
の
で
み
る
。
吾
々
は
全
入
を
そ
の
活
動
の
あ
ら
ゆ

る
本
質
的
方
面
に
從
っ
て
陶
冶
せ
ん
ビ
す
る
激
育
の
課
題
を
解
く
に
方
っ
て
、
認
識
論
や
美
學
を

基
礎
，
學
と
せ
す
し
て
、
從
來
の
簗
瀬
學
の
や
う
に
倫
理
濁
裁
主
義
を
、
果
し
て
減
ハ
ま
、
支
持
す
る
こ

ご
が
出
來
る
で
あ
ら
う
か
。
（
つ
穿
く
）

4D．3

現
畿
に
於
け
ろ
敏
育
學
の
寒
礎
付
け
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